
（別紙） 

ＳＤＧｓ未来都市東広島推進パートナー宣言書 

企業・団体名 株式会社日興ホーム  

                   代 表 者 名 鳴 脇  誠 二  

 

 東広島市における活動等を通じて、次のとおりＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に

貢献することを宣言します。 

１ 関係するＳＤＧｓ目標（ゴール）（番号に○を付けてください。複数選択可） 

1 
 
貧困をなくそう 2 

 
飢餓をゼロに 

○3  
 
すべての人に健康と福祉を 4 

 
質の高い教育をみんなに 

○5  
 
ジェンダー平等を実現しよう 6 

 
安全な水とトイレを世界中に 

○7  
 

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに ○8  
 
働きがいも経済成長も 

9 
 

産業と技術革新の基盤を 

つくろう 
10 

 
人や国の不平等をなくそう 

○11  
 
住み続けられるまちづくりを 12 

 
つくる責任 つかう責任 

13 
 
気候変動に具体的な対策を 14 

 
海の豊かさを守ろう 

15 
 
陸の豊かさも守ろう 16 

 
平和と公正をすべての人に 

17 
 

パートナーシップで目標を 

達成しよう 
  

 

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献する内容 

日興ホームの思い 

日興ホームグループは、住宅の施工と販売・住宅団地の造成と販売・賃貸住宅の施工販売と管理、

またリフォーム事業や介護保険事業・サービス付き高齢者向け住宅事業など事業の多角化を図っ

ております。企業理念に「住まいづくりを通して地域社会に貢献します。」を掲げ、地元である広

島に貢献していきたいと思っております。 

日興ホームグループでは、これまで取り組んできた社会課題を解消しながら新たなビジネスモデ

ル形成を図り、発展を目指していく活動を整理するとともに、世界全体の開発目標である SDGs と

も連動させた目標設定を行い、社会に向けて宣言いたします。 

 

3.全ての人に健康と福祉を 

グループ会社においては、地域のニーズに応える形で展開してきた介護・福祉の各種サービスの

質をさらに高めながら、地域の皆さんが住み慣れた場所で安心して暮らし続けられるよう励んで



います。また、社員一人一人が働きやすい環境形成が企業を支える柱であると考えています。 

人の幸せを考える企業として「よりよい社会」を作りあげようとする社員の健康を大事したいと

考えています。日興ホームグループは、社員一人一人の健康と地域に配慮したよりよいサービス

を提供していきます。 

 

5.ジェンダー平等を実現しよう 

男性中心の建築業界でも、女性活躍の機会を創出することで、新たな価値観から今までにないサ

ービスを提供することもできると考えております。日興ホームでは、女性の施工管理担当の活躍

を始め、女性管理職の採用、子育てママの採用などを行い、グループ全体の女性比率は業界平均

の 14%を大きく上回り、30%を達成しております。 

また、女性の活躍推進に関する取り組みの実施状況が優良である等の一定の要件を満たした場合

に認定される「えるぼし認定」を受けております。 

 

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

お施主様が永く快適に暮らすことが出来る環境を形成する為に、日興ホームでは太陽の光や熱・

風の流れを上手くコントロール(調湿・調温・発電)した住まいを設計しています。 

また、断熱材や、高性能な窓を導入して、徹底的に熱を逃がさないよう工夫しています。あまり

冷暖房を使わなくても、夏は涼しく冬は暖かい住まいの設計もします。 

そして、地球のために、住む人のために、持続可能な家を作ることが建築会社の使命と考えてお

ります。 

 

8.働きがいも経済成長も 

労働環境を向上させ、社員一人一人がやりがいを持って仕事に取組める環境を作るため、弊社で

は働く環境改善に取り組んでおります。具体的には、広島県仕事と家庭の両立支援企業登録、広

島県男性育児休業等促進宣言企業登録をすることで働く環境を大事にする企業であることを対

外的に公表し、社員一人一人の生産的な雇用と働き甲斐のある環境づくりを促進しています。ま

た、女性の活躍推進に関する取り組みの実施状況が優良である等の一定の要件を満たした場合に

認定される「えるぼし認定」を受けております。 

 

11.住み続けられるまちづくりを 

私たちは【建築】の先に、【まち・コミュニティ】を展望しています。 

家・建物が在る場所には「まち」があり、「まち」がある場所には「ひとのつながり・コミュニテ

ィ」が在ります。人口減少が著しい社会においては、かつての価値観によって形成されたまちづ

くりから産学官民が連携したひと同士のコミュニティが形成されたコンバクトシティ化による

再構築が必要であると考えています。私たちはこの再構築を通じて真に住みやすいまちづくりに

取り組んで参ります。 

具体的に、1971（昭和 46）年に全 300 区画の八本松日興苑を分譲して以来、日興ホームは【まち・

コミュニティ】を重視した宅地分譲と住まいづくりをしてまいりました。2020 年に、趣味や嗜好

性など好みの近い人たちが集まって暮らす街、ローカルヴィレッジ西条の分譲を開始しました。 

※ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けて、どのような活動を実施するか、また、その活動

が１で選択したゴールの達成にどう貢献するかなどについて記載してください。 


